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2023 .10 .19 教授会議事要旨

オンライン形式による開催

開 会 ：13 時 30 分

閉 会 ：14時 47 分

出 席：３6 名

前回教授会（2023.9.21）議事要旨は確認の上、原案通り了承された。

通知報告事項

1）所内事情〔別紙 1〕

所長から、特任研究員の退職及び別紙 1に基づき、客員研究員の在籍状況について報告があった。

2）所外関係〔資料 1〕

所長から、前回教授会以降の全学及び学内の情勢について報告があった。

3）所内関係

所長から、前回教授会以降の所内情勢について報告があった。

①諸報告

a. 「海と希望の学園祭 in Kamaishi」の開催（11月 18 日、19日）

所長から、11 月 18 日、19 日に開催される「海と希望の学園祭 in Kamaishi 」 に関する報告が

あり、併せて今年度も事務職員が研修として参加する旨の報告があった 。

②海外出張（報告・変更・取消）〔別紙 2〕

    所長から、別紙 2の報告後、口頭 1件の追加報告があった。

③寄附金 なし

各委員会の報告 〔資料 2〕

1）予算委員会 なし

2）研究戦略委員会〔資料 3〕

  委員長から、資料 3に基づき、2023 年度後期分の所内プロジェクト支援経費、グループ共同研究支援

経費及び部局長裁量経費による所内プロジェクト支援経費について、報告があった。

3）研究倫理審査委員会 なし

4）全所的プロジェクト研究運営委員会

委員長から、資料 2に基づき、ワークショップについて実施報告があった。

5）図書委員会
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委員長から、資料 2に基づき、全学共通経費(第 5 期)整備資料調査に係る所内調査の実施について 

報告があった。 

6）情報システム委員会〔資料４〕 

  委員長から、資料 4に基づき、 GWE（Google Workspace For Education） への移行状況について 

報告があった。併せて、オンライン説明会を実施する旨のアナウンスがあった。 

7）センター運営委員会〔資料 5〕 

  委員長から、資料 5に基づき、センターの活動状況について報告があった。 

8）紀要編集委員会 なし 

9）SSJJ編集委員会〔資料 6〕 

委員長から、資料 6に基づき、SSJJ第 26巻第 2 号の出版について報告があった。 

10）国際交流委員会 

委員長から、資料 2に基づき、東京大学英文図書刊行支援事業（UT-IPI）に係るワークショップ 

及びシンポジウムの開催について報告があった。 

11）広報委員会〔資料 7〕 

  委員長から、資料 7に基づき、社研 HP 掲載実績について報告があった。 

12）社会連携研究部門運営委員会  

  委員長から、資料 2 に基づき、定例研究会等について報告があった。 

13）「子どもと生活と学び」研究プロジェクトボード会議〔資料 8〕 

  副委員長から、資料 8 に基づき、オンライン記者レク等について報告があった。 

14）その他所内委員会 なし 

15）全学委員会 なし 

16）その他 

 ①中国学イニシアティブ（受託研究）〔資料 9〕 

  担当教員から、資料 9 に基づき、ウェブマガジンの一般公開予定について報告があった。 

 

協議事項A 

1）客員研究員の受入れ なし 

2）客員研究員の期間変更・取消・修正等 なし 

3）学外委員等の委嘱〔資料 10〕 

  所長から、資料 10のとおり提案があり承認された。 

4）共同研究の受入れ なし 

5）受託研究の受入れ なし 

6）各種研究員の受入れ・期間変更 

①  日本学術振興会外国人特別研究員（一般）の受入れ 
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  所長から、受入れ 1件の提案があり、承認された。 

7）その他 なし 

 

協議事項 B 

8）2023 年度人員配置 

 ①客員教員・研究委嘱・短時間職員等〔資料 11〕 

所長から、資料 11 のとおり提案があり、承認された。 

 

協議事項 C 

9）個人研究費の増加に関する特例措置について〔資料 12〕 

  所長から、資料 12 に基づき、個人研究費の増加に関する特別措置の申請状況について、説明と提案が 

あり、承認された。 

10）学術団体運営受託事業の申請について〔資料 13〕 

  所長から、資料 13 に基づき、学術団体運営受託事業の申請について説明と提案があり、承認された。 

11）研究所設置理由に関する正面玄関脇等での掲示について〔資料 14〕 

  所長から、前回教授会での意見交換を踏まえて、資料 14に基づき、研究所設置理由に関する正面 

玄関脇等での掲示について説明と提案があり、承認された。 

 

協議事項D 

12）海外共同研究者制度の制定について〔資料 15〕 

所長から、海外共同研究者制度の制定について提案があった。次いで、副所長から、資料 15 に基づ 

き、当該制度のポイントについて説明があり、次回教授会で再審議することになった。 

 

その他 

・受賞「第 35 回アジア・太平洋賞大賞」東島准教授『民主主義を装う権威主義：世界化する選挙独裁と 

その論理』（千倉書房） 

・受賞「第 44 回石橋湛山賞」マッケルウェイン教授『日本国憲法の普遍と特異：その軌跡と定量的考察』 

（千倉書房） 

・年次有給休暇の取得について 

所長から、年次有給休暇の年 5日の取得の促進についての説明があり、今年中に取得願いたい旨の依頼が 

あった。 

 

雑件 

なし 
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次回教授会までの予定 

所長から次回教授会までの行事予定について説明があった。 


